
香川高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 特別実験・演習Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 7028 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 6

開設学科 電子情報通信工学専攻（2023年度以前入学者
） 対象学年 専2

開設期 通年 週時間数 3
教科書/教材 指導教員が個別に準備，または，指定する。
担当教員 塩沢 隆広,小野 安季良,白石 啓一,川久保 貴史,月本 功
到達目標
計画を立案できる能力を養う。回路またはシステムを設計できる能力を養う。回路またはシステムの問題点を見つけることができる能力を養う
。役割を分担し，相互に協力して作業できる能力を養う。問題点を解決できる能力を養う。粘り強く取り組む姿勢を養う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
役割を分担し，相互に協力して作
業できる。

役割を分担し，常に相互に協力し
て作業できている。

役割を分担し，相互に協力して作
業できている。

役割を分担し，常に相互に協力し
て作業できていない。

計画を立案できる。 計画を詳細に立案し，計画の変更
を実行している。

計画を立案し，計画の変更を実行
している。 計画を立案できていない。

回路を設計し、組み立てることが
できる，又は，システムを構築で
きる。

回路を設計し，計画どおｆり組み
立てることができている。又は
，システムを構築できている。

回路を設計し，組み立てることが
できている。又は，システムを構
築できている。

回路を設計し，組み立てることが
できていない。又は，システムを
構築できていない。

回路またはシステムの問題点を見
つけることができ、その 問題点を
解決できる。

回路またはシステムの問題点を見
つけることができ，その 問題点を
解決できている。

回路またはシステムの問題点の解
決に取り組んでいる。また，問題
点に気付いている。

回路またはシステムの問題点を見
つけることができていない。また
，問題点の解決ができていない。

粘り強く取り組むことができる。 実験期間を通し，常に粘り強く取
り組むことができる。

実験期間を通し，概ね粘り強く取
り組むことができる。

粘り強く取り組むことができてい
ない。

自他の行動を判断し，チームで課
題に取り組むことができる。

実験期間を通し，自他の行動を判
断し，チームで協力して課題に取
り組むことができている。

実験期間を通し，概ね自他の行動
を判断し，チームで協力して課題
に取り組むことができている。

実験期間を通し，自他の行動を判
断し，チームで協力して課題に取
り組めていない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 特別研究指導教員の個別指導のもと，専門技術に関する自己学習や実験作業を計画的に実施し、工学設計に関する実験

演習を行う。

授業の進め方・方法

学習項目１では特別研究指導教員の個別指導のもと，専門技術に関する自己学習や実験作業を計画的に行う。学習項目
２では，実験担当教員および特別研究指導教員の集団指導のもと，工学設計に関する実験演習を行う。グループを作り
，グループで協力し合うことにより，各自の課題を解決できるようにする。設計シートや仕様書を作成し，設計した回
路またはシステムを構築し，問題点を発見し，発表会において発表する。配布した研究ノートに記録を付け，修了時に
指導教員に提出する。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週

1.特別研究指導教員のもと，専門技術に対する自己学
習や実験作業を行い，その結果を特別研究論文の一部
としてまとめて，報告書とする。(135)
2.工学設計に関する実験演習
数人のグループを作り，工学設計を行う。
グループで協力し合うことにより，各自の課題を解決
できるようにする。(135)
(1) 外部仕様書の作成
・設計すべき課題を設定し，その外部仕様を定める。
・設計計画を立てる。
(2)内部仕様書の作成と設計構築
・回路またはシステムのモジュールごとの仕様を定め
る。
・モジュールを設計製作し，正しく動作しているか否
かを調べる。
・複数のモジュールから全体を構築する。
・内部仕様書には回路図，プログラムコードなどの設
計物を添付する。

[過去の工学設計のテーマ例]
・Ri-Form：乗馬マシンを用いた姿勢改善と姿勢認識
システムの開発
・無線従事者国家試験に関するクイズ系アプリケーシ
ョンの製作
・　乳幼児歩行器の安全支援システムの開発
・半導体デバイス特性測定キットの開発
・左折時の巻き込み事故防止システムの開発
・紫雲出山登山口の高齢者および身障者用の開閉シス
テム

役割を分担し，相互に協力して作業できる。
 B3:4,5
計画を立案できる。 E1:1-3
回路またはシステムを設計できる。 E2:1-3
回路を組み立てることができる，又は，システムを構
築できる。 E3:1-3
回路またはシステムの問題点を見つけることができ
る。 E4:1,2
問題点を解決できる。 E5:1,2
粘り強く取り組むことができる。 E6:1-3
自他の行動を判断し，チームで課題に取り組むことが
できる。 E7

2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週



2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週

16週

発表会
・回路またはシステムの動作を説明する。
・回路またはシステムが実機またはコ ンピュータ上で
動作
することを実演する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

前期レポート 後期レポート 合計
総合評価割合 50 50 100
専門的能力 50 50 100


